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【本件に関する連絡先】 

建設局 道路整備課長 金谷 浩也（TEL:072-228-7095） 

建設局 土木監理課長 林  寛 （TEL:072-228-7416） 

◆事業費及び国庫補助額 

 
令和元年度（補正分

含） 
令和２年度 令和３年度（見込額） 

事業費 2,083,962千円 1,191,222千円 1,610,000千円 

国庫補助額 

（要望額） 

1,146,179千円 

（1,284,140千円） 

655,171千円 

（739,871千円） 

【要望額】 

【885,500千円】 

 

◆橋梁耐震強化事業 

○令和元年度から本格的に着手した「緊急交通路を補完する道路などに関する橋梁」の耐

震化について、長寿命化修繕計画に基づく補修工事とともに事業を推進中。 

 

～提案・要望事項～ 

○ 「安全・安心で災害に強いまちづくり」を目的とした、橋梁などの長寿命化修繕及び耐震強

化事業を推進するために、今後も継続的に財源を確保すること。 

【現状】 

◆橋梁長寿命化修繕事業 

○本市が管理する７４９橋のうち、橋齢５０年を超える橋梁が、今後２０年間で 

約３割から約９割に急増するなど、維持管理に要する費用が今後大幅に増大する見込み。 

○将来にわたるライフサイクルコストの縮減及び予算の平準化を図るため、予防保全型の 

考えを取り入れた計画的な維持管理を推進中。 

 

堺市国土強靭化地域計画取組事業 

計画的な維持管理及び耐震化の推進により、安全・安心で災害に強いまちづくりを実現 

【課題】 

○市民の命と暮らしを守り、道路交通ネットワーク機能を良好な状態で維持するととも

に、災害に強いまちづくりを推進するため、今後も継続的に財源を確保する必要がある。 

橋の健全度を維持

架け替えサイクルが長くなる

大規模補修・社会的影響の減少

計画的な補修による効果

計画的に補修

悪くなってから補修や架け替え

約８００億円

約１４００億円

予防保全

事後保全

５０年間で

約６００億円

（約４０％）縮減

________ 
__________ 

____________

_ 

【提案・要望先】国土交通省 

 

9 市民の命と暮らしを守る橋梁等の長寿命化修繕並びに耐震強化事業 


